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要旨： 本研究では、小学校の学年組織において、教員が児童の実態や学年の教育

の方向性について話し合う協働的なプロセスや場を意図的に設定すること

の重要性に着目した。その具体策として「学年ミーティング」を開発し、学

年組織における協働の姿を引き出すことができるか検証することを目的と

した。「学年ミーティング」の開発にあたっては、「小学校の学年組織におけ

る協働のプロセス」を設定し、R-PDCAサイクルに基づいてプロセスを展開で

きるように構成した。実践研究では、研究協力校の２つの学年において、そ

れぞれ３回の「学年ミーティング」を実施し、教員の発言や話し合いの様子

を分析した。その結果、「学年ミーティング」を通して協働のプロセスが引き

出されるとともに、教員の新たな気付きや意識の変容が促されることが明ら

かになった。 
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小学校の学年組織における協働に関する研究 

－協働を引き出すプロセスに着目して－ 

小櫃 悠介 

１． 研究の目的                                   

現在の学校現場では、よりよい教育の実現に向けて、学校組織における協働の在り方を

見直すことが求められている。また、協働を基盤とした組織体制の構築は、働き方改革と

教育の質の向上の両立につながる。しかし、学校組織や学年組織における協働の実現プロ

セスやその実態については、十分な検証がなされていない現状がある。 

小学校の学年組織においては、児童の実態に関する認識を学年としてすり合わせ、学年

として目指す児童の姿や教育の方向性について検討する場が必要である。本研究では、小

学校の学年組織において、教員が協働的に対話するプロセスや場を意図的に設定すること

が重要であるという考えの下、その具体策として「学年ミーティング」を開発し、学年組

織における協働の姿を引き出すことができるかについて検証する。 

２． 研究の方法                                   

３． 研究の成果                                  

３ー１ 理論研究 

組織と協働について先行研究調査を行い、いくつかの重要な点に整理した。 

まず、組織の成立には共通目的が不可欠だということである。それは、あらかじめ共有

された目的が存在することを前提とするのではなく、認識のすり合わせや実践の振り返り

を通して形成・共有される。また、そのように共通目的を形成する過程も、協働の範囲に

含めると捉えられる。さらに、学校組織の協働とは、単なる組織の凝集性の強さを指すの

ではなく、教育上の課題解決に向けて取り組む実践のプロセスそのものであることが明ら

かになった。以上の知見を踏まえ、本研究では、学年組織が課題解決に向かって協働のプ

ロセスを段階的に達成していく姿を、組織的・効果的な教育活動を展開する協働の姿とし

て位置付ける。 

３ー２ 基礎研究 

３ー２ー１ 研究協力校における学年組織の協働に関する実態調査 

研究協力校における学年組織の協働の実態を把握し、より実効性のある「学年ミーティ

ング」の開発を行うことを目的として、各学年主任に半構造化インタビューを行った。主

な質問事項としては、学年会での情報交換・情報共有の実態や、学年の教育目標について

である。 

結果として（１）学年会に関わらず、学年の教員は日常的に児童の様子や指導の話をし

ていること、（２）学年の目標や課題解決に向けた指導の検討には取組の余地があること

が明らかになった。 

３ー２ー２ 小学校の学年組織における協働プロセス 

「学年ミーティング」を通して引き出される協働の姿を明確にするために、佐古（2010）

をもとに「小学校の学年組織における協働プロセス」を設定した（表１）。 

理論研究 基礎研究 実践研究 まとめ 

・組織、協働について

の先行研究調査 

・研究協力校の協働に関する

実態調査 

・「学年ミーティング」の開発 

・「学年ミーティング」の

実施、分析 

・「学年ミーティング」の

成果と課題の考察 



 

３ー２ー３ 「学年ミーティング」の開発 

協働の姿を引き出す具体策として、R-PDCAサイクルを活用して「学年ミーティング」を

開発した。以下は「小学校の学年組織における協働プロセス」とR-PDCAサイクルの対応（表

２）と、「学年ミーティング」のサイクル（図１）である。 

 

 

３ー３ 実践研究 

研究協力校の２つの学年で、「学年ミーティング」を月に１回、全３回ずつ実施した。

そこでの発言や様子について、「小学校の学年組織における協働のプロセス」の「具体的

な活動」を視点にして、協働の姿がどのように引き出されていたのか分析した。結果とし

て、２つの学年のいずれにおいても、協働プロセスの各段階のねらいを達成する様子が見

られた。つまり「学年ミーティング」を通して、学年組織の協働の姿を引き出すことがで

きるということである。その上で重要となる点を示す。 

１点目は、児童の姿という事実に基づいて話し合うことである。児童に関する印象や抽

象的な言葉で話すと、学年の教員の認識のずれにつながる。正しく実態把握を行うために

も、実際の発言やエピソードなど、児童の姿という事実に基づいた話し合いをすることが

重要である。 

協働プロセスの 

段階 

各段階の 

ねらい 
具体的な活動 

学年主任の 

ファシリテート行動 

プロセス① 

児童の実態の 

認知段階 

学年の児童の実態

に関する認識の 

共有 

a 児童の姿に基づいて認識をすり合わせる。 

b 相互的な意見の交流を行う。 

c 主要な問題へ焦点化する。 

・児童の実態から主要な

問題への焦点化の方向

付けをする。 

プロセス② 

意思形成段階 

学年の課題と指導

の重点の明確化と

共有 

a 学年の課題(学年の目標)を設定する。 

b 課題達成のための指導の重点を決める。 

・焦点化された問題を踏

まえた学年の課題の形

成を促す。 

・児童の課題から指導の

重点への視点の変更を

促す。 

プロセス③ 

実践段階 

日々の実践の改善

と共有 

a 個々の教員が指導の重点に基づいて実践

を行う。 

・日常的な情報共有と実

践へのフィードバック

を行う。 

プロセス④ 

新たな児童の実

態の認知及び 

意思形成段階 

学年の児童の変容

と新たな課題に関

する確認及び新た

な指導の重点の明

確化と共有 

a 指導の重点に基づいた実践の成果と児童

の新たな実態を共有する。 

b 児童の新たな課題を設定する。 

c 新たな指導の重点を決める。 

・実践の成果から児童の

新たな実態と次の課題

に関する整理を促す。 

・新たな指導の重点を決

める方向付けをする。 

R-PDCA 

サイクルの段階 
協働プロセスの段階 

Ｒ段階 

Research 

プロセス① 

児童の実態の認知段階 

Ｐ段階 

Plan 

プロセス② 

意思形成段階 

Ｄ段階 

Do 

プロセス③ 

実践段階 

Ｃ段階 

Check 
プロセス④ 

新たな児童の実態の認知

及び意思形成段階 
Ａ段階 

Action 

表２ R-PDCA サイクルの段階と協働のプロセスの段階 

    （出典：佐古（2010）をもとに筆者作成） 

図１ 学年ミーティングのサイクル図（出典：筆者作成） 

表１ 小学校の学年組織における協働プロセス（協働プロセスの段階、各段階のねらい、具体的な活動）と、学年主任のフ

ァシリテート行動（出典：佐古（2010）をもとに筆者作成） 



２点目は、学年の共通目的として機能する児童の課題を設定することである。学年の教

員で共通目的を話し合って形成し、それぞれが納得感をもって受け入れることが、組織的・

効果的な教育活動のスタートになる。そのためにも正しく児童の実態を把握し、それに基

づいて児童の課題を検討することが重要である。 

３点目は、指導の重点の成果を共有し、次の実践に生かす振り返りを行うことである。

話し合って決めた指導の重点を取り組んだままにせず、それがどのような成果につながっ

たかを学年の教員で振り返ることで、次の指導に生かすことができる。そうすることで学

年の児童の成長や課題解決につなげることができる。さらに、またその成果を踏まえて新

たな指導の重点を検討していくというサイクルにつながっていく。 

４点目は、各段階のねらいを踏まえたファシリテートを行うことである。その際には「学

年ミーティング」の各段階のねらいを理解し、その達成のために話し合いを方向付けたり、

まとめたりしていくことが重要である。 

また、事後インタビューからは教員の働きがいに関することが聞かれた。それは（１）

学年の共通目的を設定することの効果を実感したこと、（２）指導を振り返る機会が次の

より良い指導につながったこと、（３）学年として組織的に教育活動を行う良さを実感し

たということである。これらのことから、「学年ミーティング」は協働することについて、

教員の気付きや、意識の変容をも促すことができると考える。 

４． 研究のまとめと課題                              

本研究の成果は、「学年ミーティング」が「小学校の学年組織における協働プロセス」を

引き出すと明らかになったことである。またそのプロセスを展開していく上で、重要な点

が４つあり、それを意識することが必要である。また「学年ミーティング」は教員自身の、

協働することに関する新たな気付きや意識の変容も引き出すことができる。 

今後の検討課題は２点ある。１点目は「プロセス③実践段階」で、どのような活動が行

われているかを観察、分析することである。「学年ミーティング」を核として、日常の中で

どのような実践改善と共有が行われているかを明らかにすることで「小学校の学年組織に

おける協働プロセス」を、より総合的に捉えたい。 

２点目は、各学年を貫く学校全体の協働の枠組みを設定することである。「学年ミーティ

ング」を学年内に閉じたものせず、その成果や取り組みを効果的に他学年と結びつけてい

くことで、学校全体として協働的に教育活動を行うことができると考える。 

５． 成果の活用法                                 

 小学校現場において「学年ミーティング」を継続して行うことで「小学校の学年組織に

おける協働プロセス」を引き出すことができる。それは学年組織が協働し、組織的・効果

的に教育活動を行うことにつながる。また、「学年ミーティング」の成果について、学年を

越えて交流する場を設定することで、学校全体として協働的に教育活動に取り組む雰囲気

を醸成することができる。 
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